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　本稿では，グローバル化という大きな時代転換期の中で，国民国家という枠組みの揺らぎも見える現代社会において，
生徒が自明視してきた国民意識を客観的に把握する視点を獲得することを目的に，中学校社会科歴史的分野の単元開
発を行った。実験授業を通して，生徒たちは明治期の諸政策（標準語政策・運動会・唱歌教育）の意図を理解し，生
徒たちが自明のものとして捉えていた国民意識や諸制度が，多様な意図をもって歴史的に構築されてきたものである
ことに気付くことができた。これを可能にした要因の一つは，きびしい転換の時代の中で生を営んだ，当時の人々の
立場にたって理解しようとする姿勢を，多少なりとも生徒が持ち得たことにあるだろう。その一方で，本実践が対象
とした時代の民衆世界は重層的で多様な広がりをもっており，生徒自身が，当時の人々の立場をより豊かにイメージ
するための授業の構想・教材の選定や授業内での助言のあり方については，課題が残された。
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1．はじめに
　本稿は，千葉大学教育学部附属中学校３年生の社会科
歴史分野の授業の一環として，「現在私たちがもってい
る日本国民としての意識が明治初期の様々な政策を通し
て歴史的につくられてきたことを確認し，自分自身の国
民意識を客観的に把握させる契機とする」ことを単元の
目標に設定して実施した，実験的授業（３時間）の内容
とその分析結果を報告するものである。明治期を主な対
象として，国語・運動会・唱歌というテーマを取り上げ
1，現在にもつながりを持つ国家・国民意識がいかにし
て形成され浸透したのかを考察するのが，本授業の具体
的内容である。
　1990年代以降の新たなグローバル化の進展・国際情勢
の変化と，一方での日本の政治・社会の行き詰まりとは，
様々な制度や社会の構造はもちろん，私たちの日々のく
らしや働き方，意識・常識の面にまで大きな転換をもた
らしてきている。こうした中で，日本で国民国家が形成
された明治期を，現在の国家・社会のあり方とも密接な
関連を有する，歴史上の大きな転換の時代として授業化
することは，十分に先の見えない転換の時代を生きてい
くであろう生徒たちにとっても意義ある試みだと考える。
日本における国民国家の形成に関しては２，1990年代
の国民国家論を画期として，多くの研究がなされてきて
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いる３。「国語」や「身体」，「美術」といった，本実践
で取り上げたテーマに関わる領域を対象に，「国民国家」
が想像され構成されたものであるとして，「国民国家」
を相対化することの重要性が主張されてきたのである４。
その一方で，こうした国民国家論に対しては，人々を国
民化される客体として設定することにより，国家が主語
で民衆は常に受け身という歴史像が生み出されること，
人々の重層的で多様な関係を「国民」というつながりに
一元化してしまう，といった問題点も指摘されてきた５。
冒頭に示した単元の目標が示唆するように，本実践は，
こうした論点を十分に組み込んで何らかの十全な解答を
提示できているわけではない。それでも，国語・運動会・
唱歌という，国民意識の形成に重要な要素であることが
明らかにされてきていながら，社会科の授業で必ずしも
取り上げられるわけではないテーマを授業化し記録する
ことには意義があると考える。授業中・前後の生徒の発
言や感想も含めて，こうした授業化の試みを積み重ねて
いくことで，今後の実践に活かしていくとともに，「国
民国家」をめぐる上述の論点の考察を深めるための足が
かりを提供することにもつながるのではないかと考える
からである。
　以下，授業展開の内容と授業分析を提示し，その上で
本実践の成果と課題について考察したい。
2．授業展開
単元名：国語・運動会・唱歌を通した国民意識の形成
単元目標： 現在私たちがもっている日本国民としての意
識が明治初期の様々な政策を通して歴史的に
つくられてきたことを確認し，自分自身の国
民意識を客観的に把握させる契機とする。
（１）　第１時
おもな学習内容
導
　
入
○沖縄方言の音声資料を視聴する
○ 方言分布図や「口語法別記」といった資料から，
明治期の日本では話し言葉がバラバラで統一さ
れていなかったことを確認する
○ 方言札と，それに対する当時の人々の反応（「方
言を禁止されて嫌」「標準語は教養だから勉強す
るべき」等）を提示し，学習問題を導く
【学習問題：なぜ政府は方言を禁止したのだろう】
展
　
開
○学習問題の問いに対する予想を立てる
○ 資料を読み取り，分かったことや考えたことを
ワークシートに書く
　・ 井上ひさし『國語元年』：工場や戦場で命令が
いきわたらないと困る，ということを確認し，
明治政府が，「富国強兵」というスローガンで
国づくりをすすめていたことを理解する
　・ 保科孝一『国語教授法指針』：標準語の普及や
教育の発達は，富国強兵のために都合のいい
国民を作るためという側面があったことを理
解する
　・ 上田万年『国語と国家と』（【資料１】）：「精神
的血液」「鎖」といったことばの意味を考える
ことで，人々が「日本人」としてまとまるた
めに「日本語」が用いられたということに気
付く
まとめ
○資料から読み取ったことを共有しまとめる
○ 話し合ったことから本時のまとめをし，本時の
感想を書く
【まとめ：政府は日本国民に国民意識をもた
せ，国家としての支配力を強めるために言
語を統一しようとして，方言を禁止した】
　言語はこれを話す人民に取りては、恰
あたか
も其
その
血液
が肉体上の同
どうほう
胞を示すが如
ごと
く、精神上の同胞を示
すものにして、之を日本国語にたとへていへば、
日本語は日本人の精神的血液なりといひつべし。
日本の国体は、その精神的血液にて主として維持
せられ、日本の人種はその最もつよき最も永く保
存せらるべき鎖の為に散乱せざるなり。
〈注〉
・肉体上の同胞…（ここでは、血のつながった）
家族。
・精神的血液なりといひつべし…精神的血液であ
るということができるだろう。
・国体…天皇を中心とした国の支配体制。
・散乱せざるなり…散らばらない＝一つにまとまる
【資料１】 上田万年『国語と国家と』(1897年)
　言語教育政策は，国民国家形成の基盤を整備していく
ものであり，国民意識の醸成という面からも重要な役割
を担うものである。そこで，「（人為的な）日本語の統一
／方言の排除」という政策によって，工場や戦場などで
の命令を理解させ，国家に対する忠誠心を持った国民を
作り出し，それによって国力を強化しようとしていたこ
とを学ばせることをこの授業のねらいとした。
　まず，「ことばが通じない」ということを体感させる
とともに方言に対する抑圧があったことを理解させるた
め，沖縄方言の音声資料と方言札を用いて導入を行った。
学習問題を確認したあとは，方言禁止の背景としての言
語教育政策について資料を読み解きながら学習していっ
た。なお，使用した資料のうち，井上ひさし『國語元年』
は方言を取り入れた戯曲であり，自分のことばとの違い
を感じてもらうために音読の活動を組み込んだ。また，
当時の明治政府の方針が「富国強兵」「殖産興業」であっ
たことを確認し，言語政策と関連させた理解を促した。
　本授業では，明治期の沖縄における方言の抑圧という
現象から出発して，その背景にある政府の言語政策を考
えるという流れで授業をすすめた。標準語の教育や方言
の抑圧が起こる場と，言語政策に関わった人物のことば
を順に見ていくことで，言語の統一という政策の暴力性
や巧妙さに注目したり，標準語が明治政府により「つく
られた」ことばであり，国民意識を強化する機能を持っ
ていたことに気付いたりできるようにした。これらは，
生徒が自身の国民意識を客観的に把握するための手がか
りになると考える。
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（２）　第２時
おもな学習活動
導
　
入
○ 附属中の体育祭の写真を提示し，運動会がいつ
頃から始まったか予想する。
○ 数千名にのぼる地域の人々が運動会に訪れたと
いう新聞記事【資料１】を読み取り，なぜこれ
ほど多くの人々が参加したのか考える。
展
　
開
○明治期の運動会と近世の村祭りの違いを考える
　・ 明治期の附属小運動会プログラムや，村の「遊
び日」に関する説明文，その他様々な視覚資
料を読み取る中で考えさせる。その際資料を
見る視点として〈開催日〉〈していたこと〉〈全
体の様子〉の三つの視点から捉えさせる【資
料２・３】。
○ なぜこうした違いが生まれたのか，時代背景を
踏まえた上で考える。
　・ 運動会を通して「身体の鍛錬」を図ろうとし
た喜納治五郎の発言等を紹介し，運動会が独
自に意図したものを捉えさせる。
【学習課題：運動会と村祭りの違いは何だろう。
また，その違いはなぜ生まれたのだろう。】
まとめ
○ 授業を通して学んだことを振り返り，現在の運
動会との違いなどを踏まえながら感想や疑問を
書く。
【資料１】 東海新聞（明治42年10月19日）
○寒川小学紀年式運動会千葉町第二（寒川）尋常小学校にては…大運動会を
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　本授業のねらいは，生徒にとって身近な運動会が明治
期に初めて行われたものであり，運動会を通して国民意
識が形成されていったことを，近世の「村祭り」との比
較の中で理解させることである。これは，近世の村祭り
という比較対象を設定することで，生徒が今までその存
在を当たり前のものとして捉えていた「運動会」という
行事を，分析の対象 て見られるようになると考え
たためである。
　運動会には地域の人々が仕事を休み，総出で応援する
という，近世から続く村祭り的要素を多分に含んでおり，
だからこそ近代化の中でも人々に受け入れられるもので
あった。一方で運動会は「娯楽」から「競争」へ，「無
秩序」から「秩序」へ，「村の遊び日」から「国家の祝
祭日」へといったように，「富国強兵」をスローガンに
天皇を中心とした国家形成・国民形成を目指す明治政府
の意図が隠された行事でもあった。
　以上を踏まえた本時の冒頭では，附属中で本授業を
行ったのと同月に実施された体育祭の写真を提示し，生
徒の興味関心を高め，運動会の起源を考えていく導入と
した。
その上で，本授業ではこうした運動会と村祭りの共
通性と差異性や，それが生まれた理由を，新聞記事や絵
画資料などの読み取りの中で捉えさせていった。こうし
た資料の読み取りを通して，運動会が行われた「意図」，
その裏側に透けて見える「国民としてのまとまり」に気
づくことのできるような授業展開を試みたのである。
以上のように，単に「運動会」のみを分析の対象と
するのではなく，比較対象として「近世の村祭り」を設
定することは，多様で重層的な前近代の民衆世界のあり
方に気づき，目を向けることにもつながる取り組みであ
るとも言える。こうした視点こそが，結果的に国民国家・
国民意識を客観的に把握する視点の獲得につながるので
はないだろうか。
（３）第３時
おもな学習内容
導
　
入
○  明治時代～ 現代の歌（「蛍の光」「勇敢なる水
兵」「欲しがりません勝つまでは」「花は咲く」）
を聞き，歌詞を手がかりに，曲がいつ作られ
たかを近現代史年表に当てはめる
国語・運動会・唱歌を通した国民意識の形成
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○ 年表のできごとと曲に関係があることを読み
取る
　・明治時代初期：「蛍の光」
　　 日清・日露戦争期：「勇敢なる水兵」
　　太平洋戦争期：「欲しがりません勝つまでは」
　　戦後（現在）：「花は咲く」
【学習課題：（明治政府によってつくられた）蛍の
光にはどのような意図が込められていたのだろうか】
展
　
開
○ 蛍の光歌詞【資料４】と当時の状況とがどのよ
うに関連しているのか考え，発表する
○ なぜ明治政府が当時このような歌をつくったの
か背景事情を考え，理解する
まとめ○ 単元の学習を振り返り，明治政府が目指してい
ものやその手段を把握する
○ 単元を通して感じたことや考えたことをまと
める
蛍の光
　　　　　　　　　作詞：不明　
原曲：スコットランド民謡
一
蛍の光，窓の雪，
書読む（ふみよ）む月日，重ねつつ。
何時しか年も，すぎの戸を，
開けてぞ今朝は，別れ行く。
二
止まるも行くも，限りとて，
互いに思ふ，千萬（ちよろず）の，
心の端を，一言に，
幸（さき）くと許（ばか）り，歌うなり。
三
筑紫の極み，陸の奥，
海山遠く，隔つとも，
その真心は，隔て無く，
ひとつに盡（つく）せ，國の為。
四
千島の奥も，沖縄も，
八洲（やしま）の内の，護りなり。
至らん國に，勲（いさお）しく，
努めよ我が兄，恙無（つつがな）く。
【資料４】　蛍の光　歌詞
　第３時の授業では，明治政府において人々をまとめる
手段として作られた歌に着目させ，現代では娯楽的要素
の強い歌が，別の時代には統治者の政策に利用されるこ
ともあったということを読み取らせた。第１時・第２時
でも生徒にとって身近な話題を取り上げたため，本授業
でも導入における生徒たちの反応は上々であった。
　導入部分では歌の「意図」を読み取らせるために明治
維新後・日清日露戦争間・太平洋戦争時・東日本大震災
後と時代背景がバラバラな４曲を聞かせ，歌詞を手がか
りに年表に当てはめさせる活動を行った。第３時という
こともあり，前時までの内容を踏まえ，政府の意図を歌
詞から読み取る生徒も見受けられた。
　展開では明治維新後に作られた「蛍の光」に対象を絞
り，この曲に明治政府のどのような意図が込められてい
たのかを考察させた。多くの生徒は「ひとつに尽くせ国
のため」という歌詞に注目し，明治維新後の日本を一つ
にまとめようとした政府の意図を読み取っていた。また，
年表中の樺太・千島交換条約や琉球処分と４番の歌詞を
リンクさせたり，元の曲がスコットランド民謡であるこ
とから，西洋諸国から考えなどを取り入れようとしてい
たことを読み取ったりする生徒もいた。
　明治政府が歌を通してどんなことを人々に伝えようと
していたのかという問いに関しては，前時の取り組みも
合わさって少し富国強兵という点が強調されてしまった
が，歌詞を通して国の方針を理解させようとしたことな
どが挙げられた。
　単元の学習を通しての振り返りでは，授業であまり触
れることができなかった当時の人々の感情や生活面につ
いて考える生徒や，江戸時代と比較して考える生徒がい
た。これは，本時までの授業過程で明治時代だけではな
く，前後の時代や現代と絡めて授業展開が行われていた
ことが要因と考えられる。しかし，本単元ではそのよう
な生徒の興味関心を深められたとは言い切れず，当時の
状況を民衆の側から考えられる資料があれば，より深い
考察・理解につながったと思われる。
3．授業分析
⑴　第１時
　本時では資料１（前掲）を含む複数資料を読むことを
中心に据え，方言の禁止による言語統一によって，国民
意識の醸成・国民国家の形成過程を学習した。以下，授
業を通して「はじめに」で示した単元目標に生徒がどれ
ほど近づくことが出来たかについて，生徒のワークシー
トの記述を集計してまとめた表１を示し，ワークシート
の記述について分析する。
①まとめ（学習問題＜＝なぜ政府は方言を禁止
したのだろう。＞に対する答え）
　・富国強兵のため。
　・ 日本人同士の繋がりや結束力を高めるため。
（16）
　・天皇中心の政治や国づくりを行うため。（9）
　・ 日本の国や日本人を一つにまとめあげる手
段の一つとして言葉の統一を行えると考え
たため。（7）
　・日本人という意識を芽生えさせるため。（2）
②感想
・ 方言に対する現在の印象とのギャップに対
する驚き（10）
・何故方言は今でも残っているのだろうか。（4）
・ グローバル化する今だからこそ日本という
ことを強く認識し，その良さを実感すべき。
（1）
・ 言語の統一には帰属意識を高める狙いがあ
ることを知った。（1）
・ 当時は方言という「個性」を認めない時代
なのだと分かった。（1）
表１　第１時のワークシートの集計［（）内は人数］
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　表１の①において日本人という意識を芽生えさせるた
めと記述した生徒が二人おり，彼らは，単元目標の前半
（国民意識の歴史的形成の理解）について，本授業を通
して達成したといえる。また，約半数の生徒は，つなが
りや結束力を高めるために言葉の統制が行われたとまと
めている。国民意識の形成を国民としての内面的なつな
がりという点で捉えるならば，彼らもまた単元目標に近
づくことができたと言えよう。他方で多くの生徒が富国
強兵とのつながりにばかり注目してしまう等の課題も見
られた。
　一方で，単元目標の後半（「自分自身の国民意識を客
観的に把握させる契機とする」）については，目標を達
成したと思われる記述をした生徒はほぼいなかった。理
由として第一に，本時が単元の導入として位置づけられ
ており，単元目標の前半の理解に留まってしまったこと，
第二に，本授業の構成が方言禁止や言語統制，富国強兵
という内容面の教授に時間を割いて進んだことで，国民
意識と結びつけて生徒に考えさせる時間を十分に与えら
れなかったことが考えられた。
⑵　第２時
　第２時では，運動会を題材として国民意識の形成過程
を学習した。ここでは授業における主発問への回答，授
業後の感想から授業分析を行う。
　授業の主発問である「運動会と村祭りの違いが生まれ
た理由」は，「富国強兵」「殖産興業」「天皇を中心とし
た国づくり」といった当時の政策の一環として運動会を
位置付け，説明する生徒が多かった。これは既習範囲で
あること，前時の授業でこうした時代状況に触れていた
ことなどが要因として挙げられる。
　授業の中で「国民意識」といったキーワードに言及す
ることは控えたが，中には「国としてのまとまり」といっ
た言葉を用いて主発問に回答している生徒もおり，一定
程度運動会を通して国民意識が構築されていったことは
理解できたものと思われる。
　また，授業後の感想からは大きく二点が指摘できる。
第一に，多くの生徒は現在と明治期を「比較」する中で，
明治期の運動会を相対化していた。運動会について生徒
がもっているイメージを脱構築させ，運動会にも様々な
意図があったことを読み取らせることはある程度成功し
たと言える。ただし一方で，現在と明治期を「比較」す
ることで，過去を「今とは違うもの」として捉えてしま
い，結果として今現在，生徒たち自身がもっている国民
意識を問い直す機会にするには至らなかった。
　第二に，運動会を通して構築された国民意識が，その
後の日清日露戦争の勝利や工業化成功の要因になったと
いうように，国民にとっての「利益」の為に，「国民意識」
が形成されたと捉えた生徒が一定数みられた。これはま
さに渡部のいう「構築主義的アプローチの罠」６であり，
国民意識が醸成されることによる排他性など，負の側面
についても授業の中で扱っていく必要があったと考えら
れる。
⑶　第3時
　第３時では，事前・事後アンケートにおいて得られた
自由記述から分析を行う。
　まず，授業前に行った事前アンケートでは，「「歌」に
対してどのようなイメージを持っていますか」という項
目を設置した。この項目では大多数の生徒が歌に対して
「楽しい」「良い」「元気になる」等の肯定的なイメージ
を持っていた。
　事後アンケートでは，「授業を終えて「歌」に対する
イメージは変化しましたか」【はい・いいえ】での回答と，
その理由について自由記述を設ける項目を設置した。生
徒37人中，「はい」と回答した生徒が32人（86.4％），「い
いえ」と回答した生徒が５人（13.6％）となり,８割を
超える生徒が歌に対するイメージが変化したと回答した。
「はい」と回答した生徒の自由記述では，「洗脳的だと感
じこわかった」「思いを伝えるというよりも影響を与え
るための道具として使っていると感じた」「普段歌って
いた歌でも政府の意図があることを知った」等の内容が
書かれていた。
　第３時の学習課題である「「蛍の光」には，どんな意
図が込められていたのだろう」に対する成果としては上々
であったが，単元目標である「現在私たちがもっている
日本国民としての意識が明治初期の様々な政策を通して
歴史的に作られてきたことを確認し，自分自身の国民意
識を客観的に把握させる契機とする」に対しては，改善
の余地が見られたと判断できる。単元目標に迫ることが
できなかった大きな理由としては，第３時の活動内容で，
「蛍の光」の歌詞の内容読解に多くの時間を割いたこと
が挙げられる。歌詞の内容を丁寧に読み解いていくこと
で，明治政府の意図をくむことはできた。そのため，単
元目標の「現在私たちがもっている日本国民としての意
識が明治初期の様々な政策を通して歴史的に作られてき
たことを確認」することは，多くの生徒ができたと考え
る。だが，「自分自身の国民意識を客観的に把握させる
契機とする」ことまではできずに終わってしまった。こ
れを達成するためには，生徒が自分自身の国民意識につ
いて見つめ直すことができるような活動や内容を指導計
画の中に組み込むなどの工夫が必要だったと考えられる。
⑷　3時間を通した分析
　ここでは，生徒が３時間を通して感じたこと・考えた
ことについて，ワークシートへの自由記述を元に考察し
ていきたい。
　生徒が３時間を通して感じたこと・考えたことは，大
きく以下の三つに分けることができる。①明治政府の諸
政策への理解の深化，②当時の人々への視点，③現在と
のつながり・共通点の発見，の三つである。
　まず①に関してだが，ほとんどの生徒の記述に，明治
政府は富国強兵を実現するために様々な政策を行ったこ
とが理解できた，という主旨の内容が見受けられた。こ
れは，多くの生徒たちが３時間を通して，単元目標にも
ある「明治初期の様々な政策」について理解することが
できたことを示している。さらに，一部の生徒の記述に
は，「明治政府は直接国民に関わりがあるものではたら
きかけていった」「明治政府は，（中略）これまで習って
きた具体的な政策以外に，言葉，運動会，歌などを通し
ても行ってきたということが分かった」という記述が見
国語・運動会・唱歌を通した国民意識の形成
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られた。生徒たちは，明治初期の諸政策について，教科
書の内容に留まらない，より具体的な政策の在り方を理
解することができたといえる。これは，国語・運動会・
唱歌を取り上げて本実践を行ったことの大きな意義であ
るといえよう。
　続いて②に関してだが，多くの生徒が明治政府の政策
について理解できた中，当時の人々に目を向けた生徒も
いた。一部の生徒のワークシートには，「当時の人達は
政府の政策に対してどう思っていたのか気にな」ったと
いう記述が見られた。なおこの点に関しては，「おわりに」
で改めて触れることとする。
　また③に関して，今回取り上げた国語・運動会・唱歌
といったものの起源が明治時代にあることに多くの生徒
たちは驚きを示していた。特に，生徒たちにとっても身
近なものである運動会が，明治時代に富国強兵を目指す
ために始まったものであるということに驚いていた。さ
らに，「今と昔とでは，政治の体制や思想が違うがそれ
を学ぶことで，悪いことはくりかえさないことを学ぶこ
とができたと思う」「勝手な意識の植えつけが，今でも
知らないうちにされているかもしれない」「今の社会も（中
略）考え方を変えてしまうものがあるか探してみるのも
面白いと思った」という記述も見受けられた。以上のよ
うな生徒の感想は，本実践の目標＝「自分自身の国民意
識を客観的に把握させる」ことにもつながるものだと言
えよう。
　もちろん，これまで述べてきたように，この目標を十
分達成できなかった面もあるが，生徒たちは３時間の授
業を通して，自分たちの身の回りにあるものが歴史的に
形成されてきたものであることに気づき，一歩引いた視
点から世の中を見ることができるようになっていたと考
える。「自分自身の国民意識を客観的に把握させる」ま
でには至らないながらも，本実践は，世の中（社会）や
自分の身の回りにある物事を一歩引いた視点から見る＝
相対化することの契機になり得たのではないだろうか。
4．おわりに
　３回にわたる授業の最後に，「当時の人たちは，いっ
たいどんな感情・気持ちだったのだろう」という生徒の
発言があった。素朴な疑問を簡潔に表現した発言である
かのように思えるが，この感想（疑問）は本実践の成果
と課題に密接な関わりを持っていると思われるので，以
下で考察しておきたい。
　この生徒は，大きな政治・社会の変革期にあって，生
活習慣から自己意識・身体動作までの変革を迫られた当
時の人々に感情移入しようとし，それによって，当時の
民衆の側から政府による諸政策やその運用の善し悪しを
評価しようとしていたと見ることができる（少なくとも
そのような志向を読み取ることができるのではないか）。
こうした態度は，近代化や国民国家形成の動向を，その
方法（政策の内容や運用）や単純な善悪（あるいは両論
併記）で捉えるのではなく，きびしい転換の時代の中で
生を営んだ人々の立場にたって理解しようとしたことを
示している。このことは，国家・政府による諸政策が持
つ正負の諸側面について，生徒が自分たちの生活や実感
に基づいて，自覚的・多角的に判断していく，本実践が
そのような力・視点を獲得していく契機となり得るもの
だったことを示していると考えられるのである。
　こうした生徒の思考を導き出すことが可能になったの
は，一つに，話し言葉・運動会・唱歌という，生徒にとっ
て身近な事柄を取り上げた，適切なテーマの選択にあっ
たと言えるかもしれない。方言を用いた寸劇・現在の運
動会の様子・耳馴染みのある歌曲の試聴など，テーマの
身近さを活かした導入の工夫も寄与するところがあった
だろう。
　しかし，より重要なこととしては，各回の授業で，近
世以降形づくられてきた地域社会のあり方，人々の慣習
や意識・志向に目を向けたことを挙げておきたい。すな
わち，各回の授業では，江戸～明治期にかけての（書き
言葉の画一性と対照的な）話し言葉（方言）の多様性，
地域（村）の行事の自主性やその民俗，境界的領域に対
する地理認識等に光を当てた。このことが，予定調和的
な近代化・国民国家像を知識として理解するだけではな
く，時代の巨大な変化が同時代の人々にとってどのよう
な意味を持っていたのか，人々はそれにどう関わり生き
抜こうとしたのか，生徒自身が想像し考えることを可能
にしたと言えるのではないだろうか。
　他方で，上記の生徒の感想（疑問）は，国民国家形成
を意図した諸政策が当時の人々にとってどのようなもの
だったのか，各回の授業内容のみでは想像し切れなかっ
たことを率直に表明したものだとも言える。このことは，
各回の授業で結果的に「富国強兵」が強調され，明治政
府の意図がどのようなものだったかを中心に構成せざる
を得なかったために，生徒が，政策を受け止める地域・
人々の姿を十分鮮明に思い描けなかったことを示してい
よう。ここに，本実践が十分に解決しえなかった点が示
されており７，それは「はじめに」で述べた国民国家論
への懸念や批判ともぴたりと重なってくるのである。
　以上の点に関するより具体的な課題としては，例えば，
次の諸点があげられる。方言とは何か，なぜ存在するの
かという点についての地域性を焦点とした十分な説明（第
１時），近代的な身体動作や秩序だった行動の訓練の場
にしようとした政府の意図をストレートに実現する場と
してのみ運動会が機能したわけではなかったこと―地域
の人びとの意識・行動が運動会を（従来的な）村祭り化
させたこと８―への留意（第２時），近世の蝦夷地や琉
球が「異域」「異国」とされていたこと,戊辰戦争や士族
反乱などが及ぼした亀裂とその修復の必要性という時代
状況への目配り（第３時）。これらの点を授業者自身が
はっきり意識しておくことによって，各地の地域性やそ
の下で人々が営んできたくらしと国民国家形成という国
家的課題との間に存する矛盾や葛藤を，生徒がはっきり
と思い描くことが可能となったのではないか。そして，
これらのことを授業においてどう表現するかは，国民国
家論の論点とも不可分であるように思われるのである。
　以上のように，本実践は多くの課題を残すものである
が，上述のように今後の実践の手がかりを得ることもで
きたと考える。今回のささやかな実践の成果と課題を意
識しつつ，今後の取り組みを進めていきたい。
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（追記）
本稿は，2019年度千葉大学大学院教育学研究科の授
業「授業研究（社会）」の一環として取り組んだ研究成
果をもとに執筆した。実験授業を実施するにあたり，千
葉大学教育学部附属中学校社会科の先生方には多大なご
協力・ご指導をいただいた。特に，高橋晶教諭には，貴
重な授業時間をご提供いただくとともに，多くのご支援・
ご助言をいただいた。ここに記して，感謝の意を表する
ものである。
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科教育研究』第94号，2005年）等。
５　大門正克『歴史への問い/現在への問い』（校倉書房，
2008年），安田浩「「藤岡問題」と日本近代史研究の課
題」（『人民の歴史学』136，1998年）等。
６　渡部竜也「批判的思考力を育成する地図学習の単元
開発－「構築主義的アプローチの罠」の克服を通して
－」（中国四国教育学会『教育研究ジャーナル』第3号，
2006年）
７　加えて，プリントを配布して提示した歴史資料の読
み取り方のポイントについて，一層注意を促すことが
必要だったのではないかという点も反省点として挙げ
ておきたい。
８　吉見俊哉「運動会の思想」（『思想』845，1994年）。
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